
アルテミス計画 「月面都市」が発展 水族館竣工・運営開始 他の縦穴と接続しながら開発が広がる

月面基地建設開始
水族館建設開始水族館建設におけるクラファン開始 資金をもとに宇宙空間での水生生物の研究・保存がおこなわれる

2020 2030 2040 2050 2060 （years)

PHASE X PHASE 2 PHASE１

00．Time Scheme

07. 宇宙水族館の全体構成　 （断面図　S=1/500）

縦孔利用のメリット
・有害な宇宙線や微小隕石の

　衝突を防ぐ

・温度が一定かつ広大な空間

SITE：マリウスヒルの縦孔

Step1. 月面への着陸 Step2. 月面開発

StepX. レジャー施設を誘致し、地球からの旅行ビジネス

レゴリス

H2O

レゴリスにマイクロ波で加熱すると水を得られる

Thermal　Mining

月面移住が現実になった時代では、継続的な研究・開発と月面旅行のア

クティビティの一つとしてレジャー機能が求められることが想定される。

本計画では月面での活動を支えるレジャー施設として水族館を提案する。

月探査機「かぐや」によって月で最初に発見された「マリウスヒルの縦孔」

位置 : 北緯 14.2 度  東経 303.3 度　サイズ : 直径約 60m 深さ約 50m

月面レゴリスから水資源を採取する方法として 太陽光により月面レ

ゴリスを直接加熱して水を取り出す。

月面に水族館を設計するメリットと

して３つが挙げられる。

生物の進化・適応の可能性を

研究しつつ、未来での宇宙居

住に向けてレジャー機能の整

備もおこなえる。

1．種の保存

2．宇宙環境下での人以外の生物の研究

3．レジャー、観光資源としてのビジネス

01. 縦穴水族館のレジャーとしての可能性 02.Site　: マリウスヒルの縦孔 04. 水族館のメリット03. 水の生成

利用可能空間

改善が必要な空間

①レンズ

直進的に進む光が水にあたることで柔らかい

光として建物内に拡散される。

拡散

無重力空間での
直進的な光

②遮蔽

過酷な月の宇宙放射線は放射性遮蔽ガラスと

深さのある水によって低減される。

宇宙線

③蓄熱

月の激しい寒暖差を水が保温することで、水

の温度がある程度保たれる。

110℃（昼） -170℃（夜）

熱
移
動

熱
移
動

水温が一定

縦孔利用の課題
・天窓部分からの宇宙線や太陽光の処理
・光が拡散しにくい

PHASE X 

PHASE 2 

PHASE１
企業や水族館で得た収益を探査や

研究にあて、開発、発展に努める。
構想段階や初期段階に出資。

月での生活環境が整い始め

ると、人々は娯楽を求める。

企業

投資家

一般人

研究

探査

クラウドファンディング

レストラン ホテル

水族館

縦孔利用の課題として、天窓部分は宇

宙線や温度変化などを処理しつつ、無

重力空間での光の直進性を解決する必

要があるが、水族館の水槽部で満たす

ことで、天窓下も利用可能になる。

05. 水槽による三つの機能 06．宇宙での水族館の運用
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■３F：アクアリウムを眺める客室■２F：アクアリウムを覗くレストラン ■６F：研究室■１F：水族館

■連鎖型ドームレジャー施設　開発
月面での開発が進むにつれ、縦穴を利用した地球生物の憩いの場が

連鎖し、月面での娯楽と研究の二方向から人と魚の活動を支える。

■アクアリウムを貫通するエレベーター

1F：水族館

5F：機会室

6F：研究室・管理室

7F：管理室・バックヤード

月面

2F：レストラン・水族館

3F：ホテル

4F：ホテル

放射性遮蔽ガラスによる宇宙線の軽減

20XX での継続的な月面探査基地

としても機能する

太陽光発電システムによるエネルギーの生成

水生生物とのふれあいもおこなえる

宇宙空間を泳いでいるようにスキューバダイビング体験も

おこなうことができる巨大水槽

他の縦穴利用地と繋ぐチューブ
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